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「船内騒音測定技術者 登録制度」のご案内 
－旧制度：2024年4月までに登録されている方々に次回更新時まで引き続き適用－ 

一般財団法人 日本建築総合試験所 

～～ 講習会を受講し合格された方は全員、自動的に登録されます。～～ 

登録制度の目的 

・「船内騒音測定技術者講習会」を受講し合格された方が、測定技術者として必要な力量を今後も

維持し、船内測定業務の公平性と信頼性が確保されることを目的とする制度です。 

登録の対象者、登録の方法 

・当法人が主催する「船内騒音測定技術者講習会」のすべての講義を受講し、講義内容に対する

理解度確認テスト（筆記及び実技）の結果が「合格」であった方全員が登録の対象者です。 

・対象者は全て「船内騒音測定技術者」として登録させて頂きます。手続きは不要です。 

登録者のメリット 

・登録者の個人名および登録番号を記した「登録証」を当法人より発行します。 

  ※登録証は、証書（Ａ４サイズ）・カード（名刺サイズ）の２種類があります。 

  ※登録証の記載内容は見本をご参照下さい。初回の登録有効期間は５年間です。 

・登録証により、船内騒音測定に必要な力量を有していることを対外的に証明できます。 

・船内騒音測定の力量維持のために必要な最新情報を受け取ることができます。 

  ※情報の例：講義内容の追加や修正事項、船内騒音コードに関連した最新情報 

・登録後３年目のサーベイランスを通じて、騒音測定技術の定着を図ることができます。 

・国土交通省および日本海事協会へ毎年、最新の「全登録者一覧表」を提出しています。 

登録者の義務 

・船内騒音測定業務の公平性および信頼性を確保するように努める義務があります。 

・登録者が船内騒音測定業務の公平性または信頼性を著しく損なう行為を行ったことが公に確認

された場合、登録は抹消され、登録証を返却して頂きます。 

・登録後３年目に実施されるサーベイラインスを必ず受講して頂きます。 

・本制度の登録及び維持のため、講習会申込書の情報を利用することに同意して頂きます。 

サーベイランスについて 

・登録後３年目に、通信手段によるサーベイランスを受講して頂きます。費用は無料です。 

  ※指定された期間内に受講されなかった場合には、一時的に登録が失効し、登録有効期間の

満了を待たずに「全登録者一覧表」から氏名が削除されます。 

・サーベイランスの受講を通じて、必要な力量が維持されていることを確認するとともに、実務

上の疑問点や不安点などを解決して頂き、騒音測定技術の定着を図ることができます。 

・登録後３年目に該当する方には 10 月頃、当法人からＥメールにてサーベイランスに係る連絡

事項を送信いたします。その内容に従ってサーベイランスを受講して下さい。 

 （連絡事項のＥメールは、登録されているＥメールアドレス宛でお送りします。） 
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登録の更新 

・初回の登録有効期間（５年間）の満了時に、現登録の維持・更新を希望される場合、登録有効

期間の最終年度に「更新講習」を受講して下さい。更新講習に合格した方には、更新した 登

録証が発行されます。更新後の登録有効期間は、再登録日を起点に６年間です。 

・登録～サーベイランス～更新講習～登録更新の一連の流れは下図の通りです。 

  
　登録更新（更新講習に合格された方）

講習を
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（更新後は６年目）

 

  ※注１：更新講習は、登録者のご都合により前倒して受講することも可能です。なお、前倒して受講された

場合の更新登録日は、受講の翌年度４月１日付になります。 

  ※注２：更新講習を受講されない場合は、登録有効期間の満了時に登録が失効します。一度登録失効された

方が再度登録するためには、次年度以降の更新講習を受講した後に再登録されます。 

  ※注３：更新後の登録有効期間は、再登録日を起点に６年間です。 

  ※注４：更新後は、登録有効期間（６年間）の満了時までに次の更新講習を受講して下さい。 

・毎年９月頃に、「登録有効期間が残り２年以内」となった登録者へ、Eメールにて受講申込みの

ご案内をお知らせいたします。ご案内に従って、手続きをお願いします。 

更新講習の「講習会コース」と「通信コース」について 

・更新講習には、「講習会コース」と「通信コース」があります。「講習会コース」はどなたでも

選択できます。「通信コース」は船内騒音測定の実務経験の要件を満たす方のみ選択できます。 

①講習会コース……会場にて更新講習会を受講して頂き、力量の維持を確認します。 

②通信コース………Eメール等を利用し、通信手段により力量の維持を確認します。 

・各コースの詳細は、登録後にお知らせする「登録者専用ホームページ」にてご案内します。 

更新講習「通信コース」選択のための実務経験の要件 

・「登録後５年間に１０隻以上の船内騒音測定の実務経験を有すること」が要件です。 

・対象となる船舶はSOLAS船内騒音コード適用船舶に限ります。 

・船内騒音測定技術者の有資格者として実施した業務のみが実績対象となります。 

   ※ 初回の更新に限り「直近２年間に４隻以上」でも代替可能とします。 

   ※ 更新登録後は「更新登録後６年間に１０隻以上…」と読み替えます。 

   ※ 通信コースを選択する場合、申込時に別紙（様式１：実務経験証明書）の提出が必要です。 

   ※ 同要件を満たす場合でも、ご希望によって「講習会コース」を選択することも可能です。 

登録制度に関する問合せ先 

 （一財）日本建築総合試験所 研修課（〒565-0873 大阪府吹田市藤白台5-8-1） 

   E-mail.noms@gbrc.or.jp，Tel.06-6834-4775（直通） Fax.06-6872-0413 




